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■

踏

は

切
　
事
　
故
　
の

　
一
そ
の
刑
法
的

実
　
態

処
理
状
況

は
　
し
　
が
　
き

｝
　
従
来
の
判
例
に
お
け
る
踏
切
事
故

二
　
県
下
の
踏
切
事
故
の
処
理
状
況

む
　
　
す
　
　
び

し
　
が
　
き

の
分
析
i
－

井
　
　
上

祐

司

O

　
　
吾
々
は
さ
き
に
交
通
事
故
判
例
に
お
け
る
過
失
概
念
を
分
析
し
、
判
例
理
論
と
し
て
は
『
許
さ
れ
た
危
険
』
の
法
理
は
裸
の
形
で
は
適

用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
（
「
交
通
事
故
判
例
に
お
け
る
因
果
関
係
の
予
見
可
能
性
」
刑
法
雑
誌
一
〇
巻
二
号
）
。
次
に
、
西
鉄
大
牟
田
線
を
対
象
と
し
て
踏
切
護
の
実

　
態
を
分
析
し
た
。
そ
こ
で
は
相
当
の
事
故
が
単
純
に
踏
切
通
行
者
側
の
横
断
不
注
意
と
い
う
要
因
だ
け
で
説
明
し
き
れ
な
い
も
の
が
残
る

　
　
こ
と
を
指
摘
し
た
（
「
踏
切
事
故
の
実
態
」
法
律
時
報
・
三
六
年
二
月
号
・
三
月
号
）
。

　
　
　
ひ
き
つ
づ
き
わ
れ
わ
れ
は
昭
和
三
二
年
と
三
三
年
の
ニ
ケ
年
間
に
お
け
る
県
下
の
踏
切
事
故
の
主
要
な
も
の
一
〇
九
件
を
選
び
こ
れ
ら

　
事
故
の
刑
法
的
処
理
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
許
さ
れ
た
危
険
」
の
法
理
が
ど
う
い
う
形
で
作
用
し
て
い
る
か
を
見
究
め

　
　
よ
う
と
し
た
。
　
こ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
本
稿
で
あ
る
。
舟
橋
教
授
の
御
還
暦
を
祝
し
、
つ
た
な
い
本
稿
を
さ
さ
げ
た
い
。
教
授
の

説
「
判
例
凝
れ
た
る
鉄
道
及
び
電
鉄
交
通
護
」
（
法
政
研
究
五
巻
二
号
八
九
頁
以
下
）
は
翠
判
例
を
も
綱
羅
さ
れ
て
い
る
．
そ
の
鋭
い
理
論
分
析
に
森

論　
　
も
教
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
を
日
頃
の
御
教
示
と
と
も
に
併
せ
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
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論　説

　
こ
こ
で
は
何
よ
り
も
個
〃
の
具
体
的
事
件
に
お
け
る
正
確
な
事
実
関
係
の
確
定
が
必
要
な
前
提
資
料
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な

ら
こ
こ
で
始
め
て
事
件
の
法
的
評
価
の
構
造
と
そ
の
是
非
を
問
題
に
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
の

「
踏
切
事
故
の
実
態
」
の
場
合
の
調
査
と
同
様
に
、
初
め
て
の
実
態
調
査
と
い
う
未
熟
さ
の
た
あ
充
分
の
正
確
な
資
料
を
そ
ろ
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
関
係
各
警
察
署
と
検
察
庁
の
好
意
に
よ
っ
て
利
用
さ
せ
て
戴
い
た
資
料
を
も
と
に
し
た
も
の
の
、
こ
の
基
礎
資
料
の

不
完
全
さ
を
ま
ず
お
こ
と
わ
り
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
は
初
め
に
従
来
の
判
例
に
お
け
る
踏
切
事
故
の
事
実
関
係
と
そ
の
法
律
的
構
成
を
と
り
あ
げ
て
、
調
査
対
象
と
し
た
一
〇
九
件
の

踏
切
事
故
の
法
的
処
理
状
況
の
分
析
の
出
発
点
と
し
よ
う
。
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従
来
の
判
例
に
お
け
る
踏
切
事
故

一
高
速
度
交
羅
関
（
こ
の
概
念
内
容
は
不
明
確
だ
が
、
こ
こ
で
は
三
一
電
車
を
除
、
い
た
電
車
と
汽
車
）
の
踏
切
事
故
を
黙
し
よ
う
．

判
例
9
業
務
上
過
失
致
死
事
件
（
大
八
。
二
・
一
五
刑
録
二
五
・
一
五
七
）

　
〔
事
実
関
係
〕
1
一
中
国
鉄
道
株
式
会
社
列
車
機
関
．
手
は
踏
切
手
前
二
四
〇
米
の
地
点
で
西
北
導
通
〇
米
の
通
路
上
を
歩
行
し
つ
つ
あ
る
通
行
人
を
鮒
岩

た
。
　
踏
切
手
前
一
〇
八
米
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
砂
壌
合
図
と
し
て
長
声
の
汽
笛
を
な
ら
し
た
。
踏
切
ま
で
の
到
達
時
間
三
〇
一
四
〇
秒
（
逆
鉾
す
る
と
時

速
一
二
粁
一
井
上
－
）
で
あ
っ
た
の
で
、
短
急
汽
笛
を
な
ら
さ
ず
。
通
行
入
は
既
に
自
ら
そ
の
危
険
を
覚
知
し
線
踏
に
差
か
か
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
の
に
、
忽
ち
そ
の
意
思
を
翻
し
、
突
差
の
間
に
線
路
に
進
入
し
列
車
に
ふ
れ
て
死
亡
す
。
　
〔
法
律
構
成
〕
一
黙
思
汽
笛
を
な
ら
さ
な
か
っ
た

こ
と
が
注
意
義
務
違
反
と
な
る
か
。
　
特
定
の
通
行
人
に
し
て
既
に
危
険
を
覚
知
し
線
路
に
差
か
か
る
こ
と
を
避
け
つ
つ
あ
る
と
認
む
る
を
相
当
と
す
る
場
合

は
汽
笛
吹
鳴
の
義
務
な
し
。
　
ま
た
、
意
思
を
忙
し
突
差
の
間
に
線
路
に
進
入
す
る
場
合
は
既
に
注
意
汽
笹
を
も
っ
て
し
て
は
危
険
を
防
止
す
る
に
由
な
い
か

ら
、
均
し
く
吹
鳴
の
義
務
な
し
。
無
罪
。

判
例
口
業
務
上
過
失
傷
害
致
死
被
告
事
件
　
　
（
大
一
四
・
六
・
四
刑
集
四
・
三
六
三
）



説ニム
石冊

　
〔
事
実
関
係
〕
一
周
丹
鉄
道
株
式
会
社
機
関
手
が
助
手
と
共
に
貨
物
列
車
を
運
転
し
て
い
た
。
　
八
○
分
の
一
の
下
り
勾
配
、
線
路
轡
曲
し
、
機
関
手
席

か
ら
の
見
通
距
離
五
〇
米
、
助
手
席
か
ら
は
遠
く
ま
で
見
通
せ
る
。
　
轡
曲
の
始
点
よ
り
四
五
四
米
の
地
点
に
小
径
あ
り
て
附
近
の
住
民
通
行
し
線
路
内
に
立

入
る
者
陞
々
あ
り
。
　
助
手
に
前
方
注
視
さ
せ
ず
警
笛
を
吹
鳴
し
た
の
み
で
進
行
し
た
た
め
、
線
路
を
横
断
せ
ん
と
す
る
某
女
（
六
〇
才
）
を
前
方
二
六
米
で

機
関
誌
が
発
見
、
急
停
車
し
た
る
も
及
ば
ず
両
足
切
断
、
同
日
死
亡
せ
し
め
た
。
　
〔
法
律
権
威
〕
一
助
手
を
し
て
前
方
注
視
せ
し
め
な
か
っ
た
こ
と
に
過

失
あ
り
。
有
罪
。

判
例
日
業
務
上
過
失
致
死
被
告
事
件
　
（
大
一
四
。
六
。
九
刑
集
四
・
三
八
五
）

　
〔
事
実
関
係
〕
1
京
王
電
気
軌
道
株
式
会
社
の
運
転
手
は
軌
道
前
方
約
一
〇
九
米
の
と
こ
ろ
に
幼
児
（
三
才
）
が
停
上
し
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
で

時
速
六
・
四
二
に
減
速
除
署
し
た
が
、
軌
道
左
側
二
米
に
立
去
っ
た
の
で
危
険
な
し
と
軽
信
し
、
警
笛
を
吹
鳴
せ
ず
時
速
一
二
・
八
粁
の
速
度
に
回
復
し
た

と
こ
ろ
電
車
と
の
距
離
四
米
の
と
き
に
踵
を
返
し
て
軌
道
に
向
い
衝
突
死
亡
し
た
。
　
〔
法
律
構
成
〕
1
三
才
前
後
の
幼
児
は
一
旦
軌
道
を
立
去
る
も
電
車

の
進
行
に
介
意
せ
ず
突
如
と
し
て
再
び
引
返
し
軌
道
に
立
入
る
こ
と
が
あ
る
が
如
き
は
稀
有
の
事
例
に
あ
ら
ず
…
…
当
然
察
知
し
う
べ
き
事
態
に
属
す
る
か

ら
絶
え
ず
該
幼
児
の
行
動
に
注
意
し
膿
腫
を
鳴
ら
し
て
警
告
を
謡
う
る
は
勿
論
、
緩
急
に
応
じ
て
随
時
停
車
し
う
べ
き
状
態
に
於
て
電
車
を
操
縦
す
べ
き
義

務
あ
り
．
有
罪
．
（
同
趣
旨
昭
七
・
三
・
一
七
新
聞
三
四
〇
二
・
一
五
、
昭
四
・
一
一
・
二
九
新
聞
三
〇
七
七
・
一
五
、
昭
四
・
七
・
六
新
聞
三
〇
二
八
・
九
・
、
昭
四
・
二
・
七
新
聞
二
九
六
二
．
一
五
）

判
例
四
業
務
上
過
失
致
死
告
事
件
（
大
一
四
・
一
〇
・
一
二
刑
立
身
・
六
二
五
）

　
〔
事
実
関
係
〕
一
京
王
電
気
軌
道
株
式
会
社
の
運
転
手
が
電
車
を
運
転
し
て
某
無
人
踏
切
に
さ
し
か
か
っ
た
際
、
踏
切
七
三
米
手
前
で
警
箭
を
吹
鳴
し

た
の
み
で
時
速
二
七
粁
で
運
行
し
て
い
た
。
　
当
踏
切
の
右
側
に
は
人
家
が
存
在
す
る
た
め
、
踏
切
手
前
九
米
に
な
ら
な
い
と
右
側
よ
り
横
断
す
る
者
を
透
見

で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
折
か
ら
右
側
よ
り
自
転
車
に
て
横
断
せ
ん
と
し
て
い
た
一
七
才
の
通
行
者
を
発
見
急
停
車
し
た
る
も
及
ば
ず
衝
突
死
亡
せ

し
め
た
。
　
〔
法
律
構
成
〕
一
踏
切
番
人
の
設
備
の
な
い
見
透
し
の
悪
い
踏
切
で
あ
る
か
ら
、
危
険
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
前
記
九
米
の
距
離

の
地
点
に
近
接
し
な
い
前
に
、
相
当
の
徐
行
（
急
停
車
の
処
置
を
と
り
衝
突
地
点
に
お
い
て
停
車
さ
せ
う
る
速
度
、
す
な
わ
ち
時
速
一
二
・
八
粁
以
下
）
し

つ
つ
運
転
す
る
注
意
霧
あ
り
。
有
…
非
。
（
課
灘
奥
処
◎
獣
締
遡
卜
壇
紘
葬
随
↓
三
調
縛
㌔
二
皐
四
懸
卜
ξ
　
鶴
↓
二
懇
⊥
鉢

㌍
親
起
碧
咽
）

半
伊
㈲
業
務
上
過
失
傷
害
被
告
事
件
（
大
一
四
・
一
一
・
九
刑
集
四
・
⊥
ハ
四
八
）

〔
事
実
関
係
〕
－
1
水
戸
鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
列
車
（
一
〇
輔
の
混
合
）
を
運
転
し
て
い
た
機
関
手
は
、
　
踏
切
手
前
＝
三
二
米
で
、
　
当
踏
切
を
横
断
せ
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論説

ん
と
し
て
い
る
女
が
踏
切
手
前
四
米
に
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
が
、
充
分
に
渡
り
終
る
も
の
と
軽
信
し
、
警
笛
を
吹
鳴
せ
ず
超
然
時
速
一
六
粁
で
通
過
せ
ん

と
し
た
が
、
列
車
の
進
行
に
気
ず
か
な
か
っ
た
そ
の
通
行
女
が
、
渡
り
終
え
ず
身
体
が
ふ
れ
て
転
倒
傷
害
を
お
わ
せ
た
。
　
〔
法
律
構
成
〕
i
被
害
者
が
列

車
の
進
行
を
知
ら
ず
し
て
踏
切
内
に
進
入
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
警
笛
を
な
ら
す
義
務
が
あ
る
。
　
も
し
無
視
し
て
進
入
し
て
き
た
と
き
は
非
常
停
車
の
方

法
で
停
止
す
べ
き
霧
奮
。
有
罪
．
（
同
趣
旨
、
昭
三
。
三
・
一
五
新
聞
二
八
五
七
・
一
一
昭
三
・
一
〇
・
一
〇
大
判
刑
集
七
・
六
五
二
）

判
例
因
業
務
上
過
失
致
死
被
告
事
件
　
（
大
一
五
・
二
・
二
黒
十
五
・
一
〇
）

　
〔
事
実
関
係
〕
一
国
鉄
機
関
手
が
下
関
行
急
行
列
車
を
運
転
し
て
瀬
野
・
中
野
二
一
号
踏
切
の
手
前
二
〇
〇
米
に
さ
し
か
か
っ
た
が
、
　
線
路
轡
曲
し
右

方
に
石
崖
。
提
塘
が
あ
る
た
め
、
八
○
米
手
前
に
な
ら
な
い
と
二
一
号
踏
切
が
列
車
か
ら
見
通
せ
な
い
し
、
　
又
通
行
者
か
ら
も
そ
の
地
点
ま
で
列
車
が
こ
な

い
と
見
え
な
い
状
況
で
あ
り
、
踏
切
は
番
人
な
く
、
附
近
に
人
家
も
あ
っ
て
住
民
の
通
行
が
あ
る
。
た
ま
た
ま
三
才
の
幼
児
が
絶
妙
の
後
に
祖
母
に
つ
き
そ
わ

れ
て
渡
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
機
関
手
は
警
笛
吹
鳴
標
示
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
吹
鳴
せ
ず
通
過
せ
ん
と
し
た
た
め
、
祖
母
の
救
う
い
と
も
な
く
幼
児
を
は

ね
て
即
死
せ
し
め
た
。
　
〔
法
律
構
成
〕
一
警
笛
吹
鳴
・
前
方
警
戒
し
以
て
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
義
務
が
あ
る
。
吹
鳴
標
示
が
な
い
と
き
で
も
本
件
の

よ
う
な
具
体
的
状
況
の
下
で
は
吹
鳴
の
義
務
あ
り
。
有
罪
。

判
例
㈲
業
務
上
過
失
致
死
傷
被
告
事
件
　
　
（
昭
八
・
三
。
九
刑
集
一
二
・
三
三
一
）

　
〔
事
実
関
係
〕
一
横
浜
市
電
気
局
電
車
運
転
手
が
前
方
踏
切
に
お
い
て
先
行
行
違
電
車
と
衝
突
し
運
転
不
能
と
な
っ
て
被
告
軌
道
上
に
あ
っ
た
警
視
庁

乗
用
車
を
、
前
方
注
視
を
お
こ
た
り
時
速
二
四
一
二
五
粁
の
ま
ま
進
行
し
、
五
i
七
米
の
と
こ
ろ
で
発
見
、
急
停
車
す
る
も
及
ば
ず
、
衝
突
せ
し
め
、
相
当

の
降
雨
の
た
め
車
中
に
あ
っ
た
乗
客
一
名
即
死
一
名
重
傷
二
名
軽
傷
運
転
手
帳
傷
の
各
被
害
を
生
ぜ
し
め
た
。
　
踏
切
は
金
港
橋
を
渡
っ
て
か
ら
一
直
線
で
あ

る
が
下
り
二
五
又
は
三
〇
分
の
一
の
勾
配
、
時
速
二
四
一
二
五
粁
に
お
け
る
停
車
の
す
べ
り
六
五
－
七
〇
尺
。
　
〔
法
律
構
成
〕
一
前
方
注
視
義
務
違
反
あ

り
。
有
罪
。
（
同
趣
旨
、
昭
二
・
五
・
三
新
聞
二
七
〇
七
・
⊥
ハ
昭
二
・
一
一
。
二
二
新
聞
二
七
七
八
・
七
）

判
例
囚
業
務
上
過
失
致
死
被
告
事
件
　
（
昭
一
〇
・
四
・
二
六
刑
集
一
四
・
四
四
五
）

　
〔
事
実
関
係
〕
i
日
豊
線
上
り
不
定
期
貨
物
列
車
の
機
関
手
が
上
臼
杵
・
熊
崎
五
号
踏
切
に
時
速
四
八
粁
で
差
か
か
っ
た
。
同
附
近
は
カ
ー
ブ
の
た
め

機
関
手
席
よ
り
見
通
不
能
、
助
手
席
か
ら
は
二
九
六
米
手
前
か
ら
踏
切
が
見
通
せ
る
状
況
。
　
当
時
、
被
害
者
は
夫
の
牽
引
せ
る
約
一
八
八
砥
の
下
肥
を
積
ん

だ
荷
車
の
後
を
押
し
乍
ら
同
踏
切
を
通
過
す
べ
く
、
そ
の
東
方
三
三
米
余
の
地
点
よ
り
上
り
勾
配
と
な
っ
て
い
る
県
道
の
坂
路
を
進
行
し
、
積
荷
が
重
量
な
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の
に
加
え
て
坂
道
も
一
五
分
の
一
の
上
り
勾
配
で
粗
悪
な
た
め
前
引
後
押
、
両
名
と
も
上
体
を
前
方
に
屈
し
乍
ら
列
車
の
進
行
に
気
づ
か
ず
前
進
（
そ
の
速

度
は
勾
配
基
点
よ
り
踏
切
ま
で
一
九
秒
踏
切
通
過
八
秒
）
　
踏
切
を
横
断
せ
ん
と
し
た
が
、
　
機
関
手
は
警
笛
吹
鳴
を
お
こ
た
り
前
方
注
視
も
し
な
か
っ
た
た

め
、
踏
切
手
前
二
五
米
の
地
点
ま
で
四
八
粁
の
速
度
で
進
行
し
、
　
そ
こ
で
初
め
て
踏
切
を
将
に
通
過
し
了
ら
ん
と
す
る
荷
車
に
気
づ
き
た
る
も
時
既
に
お
そ

く
遂
に
機
関
車
を
被
害
者
に
ふ
れ
し
め
転
倒
せ
し
め
て
死
亡
せ
し
め
た
。
　
〔
法
律
構
成
〕
一
機
関
手
と
し
て
は
警
笛
吹
鳴
は
勿
論
、
助
手
を
し
て
前
方
を

注
視
せ
し
め
て
機
宜
の
処
置
を
講
ず
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
あ
り
。
有
罪
。

　
　
判
例
伽
業
務
上
過
失
致
死
被
告
事
件
（
昭
一
五
・
七
・
二
三
刑
集
一
九
・
六
〇
九
）

　
　
　
〔
事
実
関
係
〕
－
宇
部
鉄
道
株
式
会
社
の
電
車
運
転
手
が
二
番
連
結
車
を
運
転
し
て
宇
部
岬
・
東
新
川
間
の
芝
尾
踏
切
に
さ
し
か
か
っ
た
。
　
右
踏
切
に

　
　
は
撫
断
機
・
自
動
警
報
器
の
設
備
な
く
、
そ
の
手
前
三
⊥
ハ
米
の
箇
所
に
は
幅
九
米
余
の
県
道
陸
橋
が
線
路
に
ま
た
が
り
横
断
架
設
し
あ
り
、
　
陸
橋
下
線
路
の

　
　
両
側
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
と
な
り
陸
橋
に
よ
り
連
絡
せ
る
県
道
は
地
盛
を
な
し
高
く
、
　
…
…
右
陸
橋
と
芝
尾
踏
切
の
間
の
線
路
の
北
側
に
は
陸
橋
出
入
口
近

　
　
く
電
柱
が
あ
り
、
芝
尾
踏
切
に
通
ず
る
小
径
は
略
線
路
と
直
角
を
な
し
て
下
り
勾
配
の
ま
ま
線
路
を
横
断
し
て
お
り
、
右
小
径
に
近
く
こ
れ
に
並
行
し
て
附

　
　
近
畑
地
に
植
付
け
ら
れ
た
茶
の
木
桐
の
木
皿
枯
の
木
等
が
あ
る
た
め
、
右
踏
切
を
宇
部
岬
方
面
よ
り
進
行
す
る
電
車
の
乗
務
員
が
そ
の
運
転
台
よ
り
前
方
進

　
　
路
を
眺
め
る
場
合
は
…
…
視
野
を
は
ば
ま
れ
見
通
が
困
難
で
あ
る
。
陸
橋
手
前
警
笛
吹
鳴
の
み
で
時
速
六
〇
粁
の
速
力
で
進
行
し
た
た
め
、
電
車
に
気
づ
か

　
　
ず
踏
切
を
横
断
せ
ん
と
す
る
被
害
者
の
姿
を
陸
橋
手
前
＝
一
米
（
踏
切
よ
り
五
八
米
）
手
前
で
始
め
て
非
常
警
笛
の
連
続
吹
鳴
と
同
時
に
急
停
車
し
た
が
及

　
　
ば
ず
衝
突
即
死
せ
し
め
た
。
　
〔
法
律
構
成
〕
一
－
進
行
中
の
電
車
の
前
面
に
お
い
て
通
行
人
が
線
路
を
横
断
す
る
に
困
り
て
生
ず
る
衝
突
の
危
険
を
予
防
す

　
　
る
の
責
任
は
主
と
し
て
通
行
人
に
あ
り
と
す
べ
く
、
電
車
の
運
転
手
は
通
行
人
の
姿
態
そ
の
他
の
状
況
か
ら
電
車
の
進
行
に
介
意
せ
ず
し
て
線
路
を
横
断
せ

　
　
ん
と
す
る
も
の
と
信
ぜ
ら
る
べ
き
特
別
の
事
情
な
き
限
り
、
　
通
行
人
自
ら
危
険
を
回
避
す
る
に
必
．
要
な
る
注
意
を
な
し
て
横
断
す
る
も
の
と
予
期
す
べ
き
理

　
　
由
が
あ
る
か
ら
、
踏
切
地
点
を
通
過
せ
ん
と
す
る
場
合
に
も
運
転
手
が
と
く
に
電
車
の
速
力
を
低
減
し
又
は
そ
の
進
行
を
停
止
し
て
不
慮
の
衝
突
に
備
う
べ

　
　
き
注
意
義
務
は
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
姿
を
初
め
て
発
見
せ
る
陸
橋
手
前
の
地
点
に
至
る
ま
で
の
間
に
衝
突
の
危
険
を
予
想
せ
し
む
べ
き
通

　　

s
人
そ
の
他
特
別
事
情
の
存
し
た
る
こ
と
は
認
め
撲
。
無
…
非
。
（
同
趣
旨
、
昭
五
・
九
・
二
二
新
聞
三
一
七
二
・
五
）

説　
　
　
二
　
場
上
の
判
例
に
つ
い
て
ま
ず
事
実
関
係
を
み
る
と
、
高
速
度
交
通
機
関
と
い
わ
れ
る
も
の
の
一
般
的
速
度
又
は
踏
切
通
過
速
度
が

論　
　
概
し
て
低
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
今
日
の
状
態
と
比
較
す
る
と
、
交
通
文
化
の
進
展
に
よ
っ
て
刻
々
と
高
速
度
化
が
進
め
ら
れ
て
き
た

27　（20’3●4。285）　401



論説

こ
と
が
こ
こ
に
も
歴
然
と
現
れ
て
い
る
と
一
応
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
有
罪
判
例
の
中
に
は
許
さ
れ
た
危
険
の
法
理

が
完
全
に
無
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
今
日
の
事
実
と
し
て
み
る
と
尚
．
更
、
可
酷
な
義
務
を
軌
道
運
転
手
側
に
課
す
こ
と
で
あ
っ
て
妥
当
な
判

決
と
言
え
な
い
と
言
い
切
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
す
で
に
別
稿
で
と
り
あ
げ
た
よ
う
に
、
踏
切
事
故
判
例
に
お
い
て
判
例
の
確
定
し
た
過
失
理
論
は
》
ω
運
転
手
は
線
路
の
方
向
に
進
行

し
て
く
る
通
行
人
を
覚
知
し
て
も
通
行
人
の
方
で
危
害
を
さ
け
る
注
意
を
し
て
列
車
の
進
行
を
待
っ
て
線
路
を
横
断
す
べ
し
と
予
期
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ

き
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
の
進
行
し
て
く
る
通
行
人
が
あ
る
と
い
う
一
時
だ
け
で
特
に
電
車
の
進
行
を
遅
緩
な
ら
し
め
又
は
そ
の
進
行
を
停

止
し
て
互
の
場
倉
お
け
る
告
訴
の
衝
突
繕
え
る
注
意
を
為
す
必
要
は
な
い
（
翫
難
欝
矩
軋
徽
弩
藻
当
量
藻
鴇
瀞

灘
黎
雛
騰
落
題
嫌
陽
響
無
情
梛
軽
）
。
冒
し
通
行
人
が
そ
の
姿
勢
態
度
そ
の
他
の
情
況
か
ら
列
車
の
進
行
に
介
意
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ず
に
線
路
を
横
断
せ
ん
と
す
る
危
険
が
あ
る
と
信
ず
べ
き
理
由
の
あ
る
と
き
は
、
通
行
人
に
過
失
の
責
あ
る
と
否
と
に
か
か
わ
り
な
く
衝

突
を
避
け
る
に
必
要
な
注
意
を
為
す
責
任
が
あ
る
、
減
速
停
止
そ
の
他
応
急
の
処
置
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
こ
の
建
前
は
従
来
か
ら
の
過
失
一
般
の
理
論
と
こ
と
な
っ
た
新
し
い
法
律
構
成
で
は
な
く
、
　
「
結
果
予
見
の
可
能
性
」
を
交
通
事
故

の
事
案
に
即
し
て
展
開
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
が
あ
る
限
り
今
日
で
も
結
果
予
見
の
可
能
性
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
当
然
に

過
失
あ
り
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
際
特
に
注
意
し
た
い
の
は
、
見
通
距
離
と
踏
切
通
過
速
度
と
の
関
係
で
あ
る
。
判
例
四
で
は
、
見
通
距
離
九
米
の
場
合
時
速
二
七

粁
で
は
皇
民
距
離
の
関
係
か
ら
不
充
分
で
時
速
一
二
・
上
世
に
減
速
せ
よ
と
し
た
。
こ
の
判
例
の
事
実
関
係
は
ま
さ
に
さ
き
に
あ
げ
た
判

例
過
失
理
論
の
②
の
場
合
に
該
当
す
る
事
案
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
判
例
川
で
は
そ
の
法
律
構
成
と
し
て
は
別
に
新
し
い
立
場
を
示
し
た

も
の
で
は
な
い
（
さ
き
の
拙
稿
で
は
こ
の
判
例
は
新
し
い
法
律
構
成
を
示
し
た
も
の
と
の
べ
た
が
誤
解
で
あ
っ
た
。
）
。
そ
れ
で
あ
る
の
に
、
そ
の
斐
関
係
を
明
確
に
前
記
②
の
場
倉
該
当

し
な
い
と
し
て
無
罪
と
判
断
し
た
。
こ
れ
は
大
い
に
疑
問
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
障
害
物
の
た
め
見
通
距
離
五
八
米
し
か
な
い
の
に
警
笛
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吹
鳴
で
た
り
時
速
六
〇
粁
を
減
速
す
る
必
要
な
し
と
し
た
。
被
害
者
発
見
の
地
点
に
至
る
ま
で
の
間
に
危
険
を
予
想
せ
し
む
べ
き
通
行
人

の
姿
態
そ
の
他
特
別
事
情
は
存
し
な
か
っ
た
と
断
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。
五
八
米
に
せ
ま
ら
ね
ば
見
通
し
で
き
な
い
状
況
の
も
と
に
お
い

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
は
、
そ
の
見
通
可
能
地
点
に
至
る
ま
で
は
踏
切
通
行
者
が
具
体
的
に
幼
児
な
の
か
聾
の
老
人
か
又
は
正
常
の
通
行
人
か
と
い
う
事
実
は

過
失
の
認
定
に
と
っ
て
重
要
な
事
実
で
は
な
い
。
警
笛
吹
鳴
だ
け
で
衝
突
の
回
避
の
で
き
な
い
事
情
が
予
想
さ
れ
る
か
ど
う
か
だ
け
が
重

要
な
婁
で
あ
る
（
こ
の
点
は
判
例
過
失
理
論
田
の
い
う
万
一
の
危
険
で
は
な
、
い
）
。
た
ま
た
ま
正
常
な
通
行
人
で
あ
．
た
と
し
て
も
、
庭
、
た
ま
た
ま
通
行
人
は
天

も
な
く
と
も
、
事
前
に
そ
の
こ
と
は
認
識
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
か
ら
、
運
転
手
と
し
て
は
警
笛
吹
鳴
で
は
効
果
の
な
い
場
合
の
あ
る
こ

と
を
予
想
し
う
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
そ
れ
に
対
応
し
た
予
防
措
置
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
見
通
可
能
地
点
に
出
て
踏
切
を
確
め
た
上
で

そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
具
体
的
事
実
に
即
し
て
そ
の
後
の
必
．
要
な
予
防
措
置
が
確
定
さ
れ
る
。
判
例
過
失
理
論
②
の
い
う
「
特
別
の
事
情
」

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
見
通
の
で
き
な
い
踏
切
状
況
を
も
正
に
ふ
く
む
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
判
例
四
は
判
示
に
お
い
て
特

に
②
の
法
律
構
成
を
明
示
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
解
釈
と
し
て
は
四
が
正
し
く
て
㎝
は
誤
っ
た
も
の
と
言
わ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
判
例
伽
を
無
罪
と
す
る
に
は
、
判
例
理
論
を
ふ
く
め
て
従
来
の
過
失
概
念
を
何
ら
か
の
形
で
修
正

せ
ね
ば
な
ら
い
で
あ
ろ
う
。
判
例
㈹
は
形
式
的
に
は
葉
の
過
失
理
論
に
よ
り
な
が
ら
、
妻
認
定
を
ゆ
が
め
る
こ
と
に
よ
．
て
（
鞭
㎝

吉
書
脇
騰
れ
）
、
実
質
的
に
は
「
許
さ
れ
た
危
険
」
の
監
を
裸
の
套
に
適
用
し
た
婁
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

呈
を
要
す
る
に
、
従
来
の
判
例
（
判
例
伽
を
除
い
て
）
の
事
実
と
法
律
蔑
は
依
然
と
し
て
正
当
な
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
以
後
の
分
析
の

道
具
と
な
る
。

二
　
県
下
の
踏
切
事
故
の
処
理
状
況

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
昭
和
三
二
年
と
三
三
年
の
ニ
ケ
年
間
の
県
下
踏
切
事
故
の
重
要
な
も
の
を
選
び
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
具
合
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に
刑
法
上
処
理
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
便
宜
上
県
下
の
各
警
察
署
毎
に
と
り
あ
げ
る
。

翻
二
爾
漿
署
寓
幾
二
年
間
総
事
故
数
三
六
件
（
讐
傷
建
㍗
唾
謡
言
送
検
さ
れ
た
も
の
±
件
こ
の
±

　
件
の
う
ち
、
軌
道
側
が
被
疑
事
件
と
な
っ
て
い
る
の
は
二
件
（
塾
下
面
で
、
あ
と
の
九
件
は
踏
切
通
薯
の
道
交
法
違
反
襟
と
し

　
　
て
で
あ
る
。

　
　
　
ま
ず
運
転
手
の
業
務
上
過
失
致
死
事
件
と
し
て
立
件
さ
れ
た
事
故
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
本
件
に
つ
い
て
の
詳
細
な
資
料
が
入
手
で

　
　
き
な
か
っ
た
が
手
許
の
資
料
か
ら
す
れ
ば
、
運
転
手
は
有
罪
（
罰
金
二
千
円
昭
三
四
・
二
。
五
）
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
は
、
電
車
が
時
速
約
五
〇
粁
で
三

　
，
種
踏
切
に
さ
し
か
か
っ
た
際
、
自
転
車
が
警
報
器
吹
鳴
中
に
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
無
視
し
、
列
車
を
み
な
が
ら
直
前
横
断
に
か
か
っ
た
の

　
　
で
、
運
転
手
は
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
が
及
ば
ず
衝
突
、
即
死
せ
し
め
た
事
案
で
あ
る
。
裁
判
資
料
が
な
い
の
で
確
定
的
な
こ
と
は
言
え

　
　
な
い
が
も
し
か
か
る
事
実
が
そ
の
ま
ま
認
定
事
実
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
理
解
の
で
き
ぬ
処
理
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
事
実
関
係
の
も
と

　
　
で
運
転
手
の
過
失
が
認
定
で
き
る
も
の
な
ら
、
殆
ん
ど
の
踏
切
事
故
は
全
部
軌
道
側
の
過
失
と
な
ろ
う
。
何
故
本
件
だ
け
が
立
件
さ
れ
又

　
有
罪
宣
告
を
う
け
た
の
か
。
資
料
で
は
、
　
「
寛
大
処
分
」
を
希
望
し
た
意
見
さ
え
送
検
に
当
っ
て
付
さ
れ
て
い
る
。
送
検
処
分
そ
の
も
の

　
　
が
問
題
で
あ
る
が
、
起
訴
・
有
罪
判
決
と
い
う
処
置
に
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
次
に
踏
切
警
手
が
被
告
人
と
な
っ
た
事
故
で
あ
る
。
遮
断
機
の
降
下
お
く
れ
に
よ
り
、
軌
道
上
に
自
転
車
の
り
を
は
ね
重
傷
を
お
わ
せ
た

　
　
妻
で
あ
る
（
罷
鳶
鞭
獅
琵
二
年
）
。
法
的
処
響
し
て
は
別
に
論
ず
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
本
件
護
が
下
り
列
秦
野
覆
で

　
　
「
行
違
い
列
車
」
に
関
す
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。
こ
の
事
情
は
踏
切
警
手
に
と
っ
て
も
う
っ
か
り
す
る
と
事
故
を
誘
発
し
や
す
い
条
件

　
　
で
あ
る
。
事
故
防
止
の
た
め
に
は
、
行
違
列
車
に
際
し
て
、
関
係
者
に
つ
い
て
特
に
注
意
を
新
た
に
喚
起
す
る
よ
う
な
設
備
や
、
行
違
時

　
　
の
列
車
通
過
速
度
に
つ
い
て
厳
格
な
規
整
が
望
ま
し
い
こ
と
を
こ
こ
で
も
強
調
し
た
い
。

　
　
　
次
に
踏
切
通
行
者
側
の
送
検
事
件
九
件
の
分
析
。
　
道
交
法
の
一
旦
停
車
安
全
確
認
義
務
違
反
と
し
て
立
言
さ
れ
か
つ
処
罰
さ
れ
て
い
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る
。
列
車
と
の
衝
突
に
よ
り
同
乗
者
に
身
体
傷
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
き
は
業
務
上
過
失
致
傷
事
件
と
し
て
大
体
罰
金
一
万
円
か
ら
二
万

　
　
円
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
。
同
乗
者
で
な
く
、
自
分
自
身
の
身
体
や
財
産
に
被
害
を
う
け
て
も
、
道
交
法
上
の
刑
事
責
任
を
と
わ
れ
て
罰
金

　
　
，
千
円
か
ら
二
千
五
百
円
程
度
で
追
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ら
の
法
的
処
理
状
況
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
踏
切
道
に
お
け
る
事
故
防
止
の
注
意
義
務
が
全
面
的
と
い
っ
て
よ
い
程
通
行
者
側
に

　
　
配
分
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
々
の
法
的
机
理
の
当
否
に
つ
い
て
は
一
々
の
事
故
に
つ
い
て
の
詳
細
な
事
実
分
析
、
公
判
資

　
　
料
の
検
討
の
要
が
あ
ろ
う
が
、
一
般
論
と
し
て
、
当
然
の
如
く
に
通
行
者
に
義
務
を
配
分
し
た
結
果
と
な
る
こ
と
に
は
賛
成
出
来
な
い
。

　
　
・
法
的
凱
理
は
や
は
り
事
故
防
止
に
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
行
者
が
充
分
注
意
す
れ
ば
事
故
は
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は

　
　
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
は
な
い
か
。
見
通
の
悪
い
踏
切
通
過
時
及
び
行
違
い
時
に
お
け
る
徐
行
を
厳
格
に
す
れ
ば
事
故
が
減
少
す

　
　
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
事
故
分
析
か
ら
の
結
論
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
踏
切
に
お
け
る
注
意
義
務
の
分
配
も
或
程
度

　
　
運
転
手
に
課
す
こ
と
も
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
刑
事
過
失
に
お
い
て
は
被
害
者
の
助
成
過
失
は
被
告
人
の
予
見
可
能
性
の
判
断
の
一

　
　
↑
具
体
的
事
情
と
し
て
の
み
意
味
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
さ
き
の
判
例
理
論
②
の
明
言
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
三
築
野
慧
禺
の
事
故
。
総
数
数
三
ハ
件
（
死
亡
六
件
、
重
傷
八
件
、
軽
傷
五
件
、
物
件
六
件
、
不
明
一
件
）
、
送
検
事
件
五
件
。
こ
れ
は
全
部
通
行
者
側
の
道
交
法

　
　
違
反
事
件
で
あ
る
。
送
検
五
件
の
う
ち
、
二
件
は
起
訴
猶
予
処
分
と
な
り
、
二
件
は
そ
れ
ぞ
れ
一
旦
停
車
義
務
違
反
で
罰
金
千
円
か
ら
二

　
　
千
吾
円
の
処
分
を
う
け
た
（
あ
と
一
件
は
、
米
軍
人
の
た
め
第
一
次
裁
判
権
な
し
と
さ
れ
た
）
。

　
　
　
警
察
署
の
資
料
で
は
、
運
転
手
の
業
務
過
失
致
死
事
件
と
し
て
一
件
だ
け
送
件
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
検
察
庁
で
は
こ
の
事
件

　
　
は
取
扱
．
た
こ
と
に
な
．
て
い
な
い
。
本
件
で
は
午
後
九
時
頃
驚
喜
（
五
一
才
失
対
人
夫
防
寒
帽
を
か
む
る
）
が
飲
酒
銘
憎
し
当
無
人
踏
切
附
近
を
俳
徊
し

，
説

　
　
て
い
る
の
を
三
六
・
四
米
で
発
見
、
列
車
を
待
っ
て
い
る
と
信
じ
て
警
笛
を
吹
鳴
し
た
の
み
で
進
行
、
電
車
と
の
距
離
二
九
。
三
米
の
地

ジ
論

　
　
点
で
あ
る
き
出
し
た
の
で
非
常
警
笛
吹
鳴
と
同
時
に
急
停
車
し
た
が
間
に
あ
わ
ず
衝
突
即
死
せ
し
め
た
事
案
で
あ
る
。
こ
の
事
案
で
重
要
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な
こ
と
は
、
防
寒
帽
を
か
む
っ
て
い
て
警
笛
が
き
こ
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
酩
酊
に
よ
っ
て
ふ
ら
つ
い
て
い
た
こ
と
を
、
運
転
手
が
予

説　
　
見
で
き
た
か
ど
う
か
で
あ
ろ
う
。
　
見
通
の
よ
い
夜
間
踏
切
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
列
車
を
ま
っ
て
い
る
と
信
じ
た
こ
と
に
落
度
が
な
い
な

論　
　
ら
、
過
失
な
し
と
し
て
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
　
列
車
か
ら
踏
切
ま
で
の
見
透
距
離
五
〇
〇
一
六
〇
〇
米
の
踏
切
状
況
で
あ
る
の
に
、
三

　
　
六
・
四
米
で
発
見
し
た
の
は
、
前
方
注
視
と
し
て
間
題
が
あ
る
。
も
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
注
視
し
て
い
た
ら
果
し
て
、
さ
き
の
被
害
者
の

　
　
状
況
が
予
見
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
こ
に
過
失
の
契
機
を
さ
が
し
得
ぬ
で
も
な
い
。
い
つ
れ
に
せ
よ
ど
う
い
う
理
由
で
発
見
地
点
が
お
く

　
　
れ
た
か
の
か
が
明
白
で
な
い
し
、
か
り
に
、
早
目
に
み
つ
け
た
と
き
果
し
て
結
果
回
避
が
出
来
る
か
ど
う
か
も
明
白
で
な
い
。
被
害
者
が

　
　
飲
酒
聖
子
し
て
い
た
と
い
う
契
機
の
た
め
に
、
運
転
手
側
の
過
失
の
認
定
が
も
し
ル
ー
ズ
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
問
題
で

　
　
あ
ろ
う
。
三
六
・
四
米
の
手
前
の
発
見
で
は
、
た
と
え
被
害
者
の
状
況
を
予
見
で
き
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
衝
突
を
さ
け
得
な
い
で
あ

　
　
ろ
う
か
ら
、
も
し
過
失
あ
り
と
す
れ
ば
そ
れ
以
前
の
地
点
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
警
察
の
資
料
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
が
あ
っ

　
　
た
か
ど
う
か
が
不
明
で
あ
る
。
疑
問
の
残
る
事
故
と
思
う
。

　　

@
四
北
野
警
察
誉
内
の
護
。
護
総
数
±
件
（
死
五
件
、
重
傷
一
件
、
軽
傷
一
件
物
件
三
件
、
結
果
不
明
一
件
）
．
送
検
四
件
（
風
雲
揚
構
面
識
灘

　
　
講
）
。

　
　
　
鍋
鶴
の
業
務
上
堤
致
死
事
件
。
運
転
手
が
上
り
急
行
を
運
転
中
現
場
よ
り
天
米
位
の
と
こ
ろ
で
整
暑
（
日
雇
人
夫
．
五
五
才
自
転
車
に
の
る
）
が

　
　
無
人
踏
切
を
横
断
せ
ん
と
し
た
の
を
発
見
し
た
の
で
直
ち
に
急
停
車
措
置
を
講
じ
た
が
被
害
者
を
約
＝
二
〇
米
ひ
き
つ
り
、
　
一
七
〇
米
位

　
　
の
地
点
に
停
車
し
て
被
害
者
を
即
死
せ
し
め
た
も
の
。
し
か
し
、
本
件
は
検
察
庁
に
お
い
て
嫌
疑
な
し
と
の
検
察
官
処
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
ま
た
も
う
；
の
運
転
手
送
検
事
件
は
、
被
喜
（
巡
査
、
五
〇
才
、
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
の
り
）
が
無
人
踏
切
の
西
側
よ
り
東
側
へ
進
行
豊
島
削
亘
停

　
　
車
を
怠
っ
た
た
め
、
上
り
電
車
に
は
ね
ら
れ
即
死
し
た
事
案
で
あ
る
。
業
務
上
過
失
致
死
と
し
て
送
検
さ
れ
た
が
、
同
じ
く
嫌
疑
な
し
と

　
　
の
検
察
官
処
分
と
な
っ
て
い
る
。
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踏
切
通
過
者
側
の
道
交
法
違
反
事
件
の
一
つ
は
被
疑
者
が
自
動
三
輪
車
を
運
転
し
て
上
り
列
車
の
通
過
に
の
み
気
を
と
ら
れ
上
り
通
過

　
　
後
直
ち
に
当
無
人
踏
切
を
横
断
せ
ん
と
し
て
軌
道
に
の
り
入
れ
た
が
下
り
列
車
に
き
ず
き
、
後
退
せ
ん
と
し
て
「
ク
ラ
ッ
チ
」
の
切
換
を

　
　
・
な
さ
ん
と
し
た
が
切
替
が
き
か
ず
、
一
旦
下
車
し
手
で
お
し
て
後
退
さ
せ
ん
と
し
た
が
間
に
合
わ
ず
、
下
り
急
行
に
車
体
を
衝
突
大
破
さ

　
　
せ
需
要
テ
。
プ
を
も
蔀
小
幕
せ
た
物
件
事
故
で
あ
る
。
罰
金
千
円
労
役
場
留
置
吾
の
道
交
法
違
反
の
刑
事
処
分
（
昭
三
三
・
五
。
二
七
）
を

　
　
う
け
て
い
る
。

　
　
　
も
う
】
つ
の
道
交
法
違
反
事
件
は
自
動
三
輪
車
の
当
無
人
踏
切
一
旦
停
止
違
反
に
よ
る
物
件
事
故
で
あ
る
。
罰
金
千
五
百
円
労
役
場
留

　
　
置
六
日
の
処
分
（
照
歪
を
を
う
け
た
。

　
　
　
ま
つ
最
初
の
業
務
上
過
失
死
事
件
に
つ
い
て
嫌
疑
な
し
と
さ
れ
た
事
案
を
検
討
し
よ
う
。
一
八
米
で
発
見
し
た
の
は
踏
切
見
透
距
離
が

　
　
，
短
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
、
発
見
可
能
箇
所
に
お
け
る
列
車
の
時
速
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
過
失
の
有
無
を
認
定
し
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
バ
イ
ク
の
致
死
事
件
に
お
い
て
も
こ
の
踏
切
は
、
列
車
か
ら
踏
切
の
見
透
距
離
は
六
〇
〇
米
、
通
行
者
か
ら
踏
切

　
　
の
見
透
距
離
左
二
〇
米
、
踏
切
か
ら
列
車
の
見
通
し
一
〇
米
一
五
〇
米
と
い
う
、
見
通
の
悪
い
踏
切
で
あ
る
。
こ
れ
も
同
様
に
嫌
疑
な
し

　
　
と
す
る
に
は
列
車
か
ら
の
通
行
者
の
発
見
可
能
距
離
が
大
き
い
だ
け
に
問
題
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
五
久
留
米
警
察
巻
内
の
事
故
．
総
件
数
一
五
件
（
死
亡
四
件
、
重
傷
四
件
軽
傷
四
件
、
物
件
三
件
）
。
送
検
事
件
六
件
．
う
ち
二
件
が
運
転
手
の
上
過
失
事

　
　
業
務
上
過
失
致
傷
事
件
と
し
て
送
検
、
四
件
が
通
行
者
側
の
道
交
法
一
旦
停
止
安
全
義
務
違
反
事
件
と
し
て
送
検
さ
れ
た
。
し
か
し
、
業

　
　
並
並
は
二
件
と
も
区
検
で
嫌
疑
な
し
と
さ
れ
た
。
道
交
法
違
反
事
件
の
う
ち
一
件
は
鳥
栖
区
検
に
移
送
さ
れ
、
一
件
は
久
留
米
家
裁
に
送

　
　
致
ざ
れ
、
二
件
が
罰
金
千
五
百
円
と
二
千
五
百
円
で
そ
れ
ぞ
れ
処
罰
さ
れ
た
。

，
説

　
　
　
業
務
上
過
失
事
件
の
一
つ
は
重
傷
事
件
で
あ
る
。
被
害
者
は
六
才
の
幼
児
で
リ
ヤ
カ
ー
を
ひ
い
て
い
た
が
時
速
六
五
粁
で
進
行
し
て
き

論　
　
た
列
車
に
後
退
不
能
と
な
り
接
触
、
二
ヶ
月
の
重
傷
を
お
っ
た
も
の
。
当
該
踏
切
は
必
ず
し
も
見
透
の
よ
い
踏
切
で
は
な
い
。
踏
切
よ
り
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論　説

列
車
ま
で
の
右
側
起
点
寄
り
一
二
〇
米
で
あ
り
、
道
路
交
通
者
よ
り
踏
切
ま
で
の
見
透
距
離
右
側
二
五
米
、
列
車
よ
り
踏
切
、
起
点
寄
一

五
〇
米
で
あ
る
。
こ
の
踏
切
の
見
透
距
離
の
状
況
の
下
で
六
五
粁
と
い
う
時
速
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
詳
細
な
資
料
が
な
い
の
で
、
嫌

疑
な
し
の
検
察
官
処
分
を
理
解
す
る
方
法
が
な
い
。
管
内
で
の
死
傷
事
故
に
つ
い
て
七
五
粁
一
五
〇
粁
の
時
速
は
、
見
通
し
の
悪
い
踏
切

に
お
い
て
問
題
が
あ
ろ
う
。

六
城
三
越
醤
内
の
護
・
総
件
数
八
件
（
歩
一
薪
撃
力
）
う
ち
議
三
件
（
暁
℃
亦
越
で
あ
三
㍊
編
鯉
離

獣
㌶
鯉
）
。
三
件
に
つ
き
軽
傷
事
故
と
死
亡
事
故
は
久
留
米
区
検
よ
り
の
墾
．
に
は
あ
が
．
て
い
な
い
。
蕩
扉
に
つ
い
て
は

嫌
疑
な
し
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
蕩
（
燃
臆
測
）
譲
は
送
検
難
に
よ
れ
ば
（
堺
蟹
騙
樋
嚥
編
。
）
午
後
±
時
上
り
並
・
通
列
車
を
運
転
し
て
時
速
四
・

粁
で
踏
切
に
さ
し
か
か
っ
た
が
、
横
断
せ
ん
と
す
る
バ
イ
ク
を
三
〇
米
の
近
距
離
に
接
近
す
る
ま
で
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
発
見
と

同
時
に
4
－
心
停
車
し
た
が
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
。
何
故
発
見
が
そ
れ
程
お
く
れ
た
の
か
。
た
だ
前
方
往
視
義
務
を
怠
っ
て
翻
然
進
行

し
た
と
い
う
の
み
で
説
明
が
な
い
。
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
本
件
バ
イ
ク
の
運
転
者
（
四
三
才
）
が
酩
酊
し
て
い
た
事
実
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
は
予
見
可
能
性
の
問
題
の
た
て
よ
う
が
な
い
。
見
透
の
よ
い
踏
切
で
夜
間
し
か
も
普
通
列
車
の
時
速
四
〇
粁
な

ら
通
行
者
に
は
電
車
の
進
行
と
危
険
と
は
充
分
に
予
測
し
う
る
状
況
が
直
せ
ら
れ
る
。
酩
酊
の
た
め
、
電
車
よ
り
先
に
こ
せ
る
と
判
断
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
趨
り
に
事
実
バ
イ
ク
を
早
期
に
発
見
し
て
い
た
と
し
て
も
、
通
行
者
側
の
危
険
予
防
を
期
待
し
う
る
条
件
が
考
え
ら

れ
る
か
ら
（
酩
酊
状
態
が
ひ
ど
く
て
危
険
を
予
測
せ
し
め
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
）
、
結
果
の
叢
雲
予
見
で
き
な
い
。
嫌
疑
な
し
と
し
た
検
察
官
の
処
分
は
妥
当
で
あ

っ
た
と
思
う
Q

死
亡
護
は
（
午
前
十
一
時
十
分
頃
。
貨
物
車
。
四
種
踏
切
。
過
去
本
件
を
ふ
く
め
二
件
）
当
時
面
隠
速
四
五
粁
で
あ
．
奈
、
同
所
附
近
に
は
奈
の
踏
切
が
接
近
し
て
四

ケ
所
あ
り
何
れ
も
無
人
踏
切
で
と
く
に
本
踏
切
は
見
通
し
が
悪
い
（
踏
切
か
ら
列
車
、
一
五
米
列
車
か
ら
踏
切
、
三
〇
米
）
上
に
当
時
雨
が
降
．
て
い
た
．
百
米
手
前
で
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一
、
二
回
跡
箱
を
吹
鳴
し
た
の
み
で
同
一
速
度
で
進
行
し
た
た
め
、
踏
切
手
前
一
〇
米
の
地
点
で
踏
切
を
通
過
せ
ん
と
す
る
バ
イ
ク
（
三

　
　
〇
オ
）
を
発
見
し
急
制
動
し
た
が
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
。
こ
の
事
件
は
検
察
庁
の
報
告
に
よ
れ
ば
送
検
な
し
と
あ
る
が
、
警
察
署

　
　
の
資
料
で
は
検
察
官
処
分
の
欄
に
不
起
訴
処
分
と
あ
る
。
雨
降
り
時
に
お
い
て
、
百
米
手
前
の
警
笛
吹
鳴
だ
け
で
は
見
透
の
悪
い
四
種
踏

　
　
切
通
過
の
方
法
と
し
て
充
分
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
不
起
訴
処
分
に
し
た
と
す
れ
ば
そ
の
基
礎
は
ど
こ
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
の

　
　
残
る
事
案
で
あ
る
。

　
　
　
七
柳
川
警
無
量
の
叢
。
総
件
数
五
件
内
三
件
は
死
亡
（
上
置
膿
姫
若
と
件
重
傷
扉
物
件
事
故
で
あ
る
。
す
べ
て
被

　
　
害
者
の
一
旦
停
止
違
反
・
安
全
確
認
違
反
に
よ
る
自
己
過
失
と
し
て
立
面
留
保
に
な
っ
て
い
る
。
　
即
死
事
件
が
何
れ
も
急
行
で
あ
る
ζ

　
　
と
、
即
死
再
と
死
三
件
は
と
も
に
見
通
し
の
悪
い
踏
切
（
認
墾
で
あ
る
こ
と
は
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
具
体
的
事
件
の

　
　
資
料
が
な
い
た
め
論
議
の
方
法
が
な
い
。
現
場
係
官
の
意
見
聴
取
の
際
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
通
行
人
発
見
時
又
は
発
見
可
能
時
に
お
け

　
　
る
列
車
の
時
速
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
認
定
す
る
と
い
う
態
度
が
矢
張
り
う
か
が
え
た
こ
と
を
記
億
し
て
い
る
。
ま
た
、
別
稿
で
も
指

　
　
摘
し
た
よ
う
に
三
極
踏
切
に
つ
い
て
は
警
報
器
の
吹
鳴
時
間
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
。

　
　
　
八
　
大
川
警
察
署
管
内
の
事
故
。
総
件
数
三
件
。
う
ち
、
被
害
者
の
自
己
過
失
（
軽
傷
）
に
よ
る
立
件
留
保
一
件
、
軌
道
運
転
手
の
業
務
過
失

　
　
致
死
に
よ
る
送
竺
件
（
こ
れ
は
地
検
柳
川
支
部
に
よ
り
『
嫌
疑
な
し
』
の
処
分
を
う
け
た
）
、
馨
者
の
無
籍
運
転
（
物
件
事
故
）
を
道
山
父
法
違
反
で
送
検
し
た
事
件
一
件

　
　
（
罰
金
三
、
○
○
○
円
確
　
　
　
　
　
定
）
と
な
．
て
い
る
。

　
　
　
最
後
の
無
資
格
運
転
の
処
罰
は
差
当
り
本
調
査
と
は
関
係
が
な
い
。
問
題
は
運
転
手
の
業
務
過
失
に
つ
き
嫌
疑
な
し
と
さ
れ
た
事
案
に

　
　
つ
い
て
で
あ
る
。
事
件
処
現
箆
あ
げ
ら
れ
た
認
定
妻
か
ら
墨
な
事
実
を
ひ
ら
う
と
（
無
量
紘
七
言
題
言
刮
鱈
騨

∵
鱗
件
）
、
被
堂
。
者
（
中
学
一
年
、
自
転
車
に
の
る
。
難
聴
）
を
溺
㈹
め
た
の
は
踏
切
晶
剛
四
九
．
二
黒
ち
に
籍
吹
鳴
・
急
停
車
し
た
が
及
ぼ
な
か
．
た

　
　
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
の
法
的
評
価
が
警
察
署
の
送
検
文
書
に
「
犯
罪
の
情
状
等
に
関
す
る
意
見
」
と
し
て
附
せ
ら
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二△．

li冊 説

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
第
一
線
の
捜
査
機
関
の
こ
の
種
事
件
に
関
す
る
態
度
の
典
型
が
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
少
し
長
い
が

引
用
し
よ
う
。

　
　
「
本
件
捜
査
を
完
結
す
る
に
、
本
件
現
場
の
被
疑
者
の
進
路
か
ら
被
害
者
の
進
路
に
対
す
る
見
透
し
の
状
況
は
悪
く
、
実
況
見
分
の
結
果
に
お
い
て
も
、

　
通
常
の
注
意
義
務
の
も
と
に
お
い
て
発
見
で
き
る
踏
切
の
手
前
五
〇
米
の
地
点
に
お
い
て
も
、
六
〇
粁
以
上
の
速
度
で
進
行
し
て
い
る
状
態
に
お
い
て
は

　
発
見
と
同
時
に
急
停
車
の
措
置
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
理
論
上
も
実
際
上
も
本
件
事
故
を
回
避
す
る
こ
と
は
困
難
な
実
情
で
あ
る
。
又
、
軌
道
上
を
走
行

　
す
．
る
本
件
列
車
に
お
い
て
は
、
他
の
道
路
上
の
走
行
面
輔
の
ご
と
く
、
自
由
に
方
向
変
換
等
の
措
置
に
よ
り
事
故
を
回
避
す
る
方
法
を
期
待
し
得
な
い
。

　
　
従
っ
て
、
か
か
る
立
地
条
件
・
走
行
条
件
下
に
お
い
て
は
、
被
害
者
（
踏
切
通
行
者
）
に
お
い
て
踏
切
に
さ
し
か
か
る
直
前
に
お
い
て
、
左
右
を
注
視

　
し
て
列
車
の
接
近
進
行
の
有
無
を
確
か
め
交
通
の
安
全
を
確
認
し
た
上
で
踏
切
に
横
断
着
手
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
は
法
令
に
も
踏
切
に
お
け
る
一
般
通

　
行
者
の
義
務
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
然
る
に
該
被
害
者
は
、
自
己
が
難
聴
で
普
通
人
よ
り
も
音
響
に
対
す
る
感
覚
が
鈍
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
町
注
意
義
務
を
怠
り
、
左
方
（
南
方
）
の

　
み
に
対
し
て
の
み
注
視
し
、
接
近
し
つ
つ
あ
る
電
車
の
方
向
た
る
北
方
に
対
し
て
は
何
ら
の
配
慮
も
行
な
わ
れ
ず
、
帰
婿
踏
切
ら
ん
と
し
た
こ
と
は
、
記

　
録
（
証
拠
）
上
明
ら
か
で
あ
・
る
か
ら
、
本
件
事
故
の
過
失
は
、
被
害
者
が
そ
の
大
半
を
負
担
す
べ
き
も
の
と
認
め
ら
れ
、
被
疑
者
に
特
段
の
過
失
も
認
め

　
ら
れ
な
い
か
ら
然
る
べ
く
処
置
あ
る
よ
う
お
願
い
す
る
。
」
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こ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
踏
切
に
お
け
る
注
意
義
務
が
完
全
に
通
行
者
側
に
負
担
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
軌
道
車
の

特
殊
性
や
道
交
法
上
の
義
務
ま
で
詳
細
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
h
許
さ
れ
た
危
険
」
の
法
理
が
見
事
に
生
か
さ
れ
た
意
見
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

　
然
し
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
踏
切
見
透
し
可
能
地
点
に
お
け
る
時
速
が
絶
対
動
か
な
い
前
提
条
件
と
し
て
立
論
さ
れ
て
い
る
点
で

あ
る
。
見
透
し
の
悪
い
踏
切
に
さ
し
か
か
る
と
き
予
め
時
速
を
落
し
て
お
け
ば
、
結
果
回
避
は
困
難
で
は
な
い
。
ま
し
て
本
件
は
四
種
踏
．

切
で
あ
っ
て
警
報
器
等
の
予
防
設
備
は
何
ら
存
し
な
い
。
　
六
〇
米
は
三
秒
た
ら
ず
．
に
通
過
す
る
。
　
し
か
も
そ
の
上
臨
時
貨
物
列
車
で
あ

る
。
諜
報
の
羅
と
い
う
主
観
的
事
情
、
南
方
の
み
注
視
し
て
渡
．
た
と
い
う
不
注
意
（
納
謎
讐
盤
郷
蹴
醐
鵠
閉
継
畿



越
訴
鶴
讐
醗
繋
工
匠
禁
砒
堂
下
職
）
も
さ
る
こ
と
な
が
・
り
、
呈
の
客
観
的
華
情
は
決
し
て
墨
性
の
な
い

事
実
で
は
な
い
・
具
体
的
事
件
の
事
実
認
定
に
は
軽
卒
な
批
判
は
厳
器
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
が
、
本
件
の
よ
，
つ
な
客
観
的
条
件
の
も
．

　
と
で
も
・
時
速
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
法
的
評
価
を
出
発
せ
し
め
る
こ
と
は
過
失
認
定
に
つ
き
あ
ま
り
に
安
易
に
す
ぎ
な
い
か
。
事
故

　
率
が
極
め
て
払
い
こ
と
は
勿
論
高
速
度
機
関
を
企
業
と
し
そ
社
会
的
に
許
容
せ
し
め
る
根
拠
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
本
件
の
よ

う
な
具
体
的
状
況
の
下
で
・
時
速
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
過
失
（
結
果
予
見
の
可
能
性
）
の
有
無
を
決
定
せ
よ
と
ま
で
命
ず
る
も
の
で
は
な
い
．
高

速
度
で
走
行
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
・
個
々
の
具
休
的
簗
に
お
い
三
切
の
危
険
（
勤
勲
騒
卿
魏
蹄
鱗
燦
脈
覆

絶
思
し
）
回
避
が
寸
退
側
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
．
舟
橋
教
授
も
つ
と
に
企
業
慧
じ
た
い
の
許
容
性
と
個
々
の
傘

行
為
の
違
法
性
と
を
区
別
さ
れ
て
い
る
（
揃
魏
九
）
．
具
体
的
箪
の
予
見
（
黙
認
譜
鯨
灘
蠣
鑓
を
乾
臨
館
難
腫

贈
躰
誌
瑞
豹
駕
凝
感
謝
『
）
が
可
能
な
限
り
、
運
転
謹
注
意
霧
が
刑
法
上
当
然
星
ず
る
．
ま
た
、
通
行
人
に
道
交

　
　
法
上
の
一
旦
停
止
や
安
全
確
認
の
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
仁
恵
的
に
列
車
運
転
者
の
刑
法
上
の
過
失
に
お
け
る
注
意
義
務
を
消
去

　
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
件
の
よ
う
に
、
見
通
距
離
の
短
い
踏
切
で
は
一
般
に
一
旦
停
止
や
安
全
確
認
を
通
行
者
に
要
求
し
て
み
て
も
、

　
　
実
際
の
事
故
防
止
に
は
必
ず
し
も
充
全
な
方
策
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
珊
解
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
通
常
衝
突
し
て
被
害
を
う

け
る
の
精
に
通
禁
じ
し
ん
の
側
で
あ
三
樋
鞭
欝
魏
麓
謡
誹
総
緯
渇
畿
総
総
瓢
裂
」
）
．

　
　
　
も
う
一
つ
の
並
等
留
保
事
件
で
は
、
警
報
器
吹
鳴
中
に
踏
切
横
の
神
社
境
内
か
ら
い
き
な
い
き
な
り
と
び
出
し
て
急
行
に
は
ね
ら
れ
た

　
　
事
案
で
あ
る
。
軽
傷
で
あ
る
こ
と
が
立
件
留
保
の
大
き
な
京
田
と
考
え
た
い
。

　　

@
九
大
牟
墨
暴
署
萬
の
事
故
。
総
件
数
五
件
（
死
亡
二
件
、
重
傷
一
件
軽
傷
一
件
、
物
件
一
件
）
う
ち
、
警
奪
の
籍
に
よ
れ
ば
警
手
の
業
務
上
喫
馨

　
　
事
件
で
送
検
一
件
・
通
行
者
側
道
交
法
違
反
事
件
で
二
件
送
検
。
大
牟
田
区
検
よ
り
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
何
れ
も
区
検
で
の
処
分
は
な
い

説
と
返
答
さ
れ
て
い
る
・
漿
署
の
籍
で
は
・
送
検
さ
れ
た
道
交
法
違
反
事
件
の
う
至
は
罰
金
千
円
の
有
…
非
（
謬
韮
磐
噸
㌔
、
一

払
珊
袈
亀
と
さ
れ
て
い
る
。
本
件
は
国
王
車
の
運
転
手
が
酩
酊
運
転
し
て
降
下
し
て
い
た
遮
断
機
に
激
突
し
て
、
自
り
は
反
動
で
転
落
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し
た
が
、
自
動
車
の
み
が
軌
道
内
に
突
入
し
て
電
車
に
ふ

説　
れ
た
事
案
で
あ
る
。
相
当
の
処
分
と
思
わ
れ
る
。
他
の
こ

論　
つ
の
死
亡
事
故
は
何
れ
も
被
害
者
の
自
己
過
失
と
し
て
立

　
件
留
保
さ
れ
て
い
る
。
交
通
事
故
日
誌
か
ら
は
詳
細
な
事

　
実
．
関
係
は
明
白
で
な
い
の
で
論
じ
得
な
い
。

　
　
酬
O
　
各
警
察
署
の
事
故
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
点
を

　
個
別
的
に
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
踏
切
道

　
に
お
い
て
事
故
防
止
の
注
意
義
務
は
殆
ん
ど
通
行
者
側
に

　
の
み
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
軌
道
運
転
手
に
は
、
減
速
・
徐

　
行
義
務
さ
え
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ニ
ケ

　
年
間
の
事
故
に
つ
い
て
、
一
件
を
除
い
て
、
運
転
手
は
一

　
件
も
有
罪
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
送
検
さ
れ
た
事
件
は

　
殆
ん
ど
が
嫌
疑
な
し
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
之
に
反
し
、

　
通
行
者
側
は
自
己
に
傷
害
や
物
件
損
壊
を
蒙
っ
た
場
合
で

　
さ
え
も
、
道
交
法
の
一
旦
停
止
義
務
違
反
で
有
罪
罰
金
を

　
科
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
法
的
処
理
の

　
決
定
的
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
の
事
件
で
、
踏

　
切
の
見
透
状
況
に
か
か
わ
り
な
く
、
常
に
、
被
害
者
の
発
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見
時
又
は
発
見
可
能
時
に
お
け
る
列
車
速
度
が
絶
対
の
動
か
せ
ぬ
前
提
と
し
て
、
事
故
原
因
が
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
速

度
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
「
許
さ
れ
た
危
険
」
の
法
理
を
み
と
め
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
正

し
い
過
失
理
論
の
展
開
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
過
失
の
判
断
の
遡
る
こ
と
が
打
切
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
遡
っ
た
段
階
で
の
「
予
見
可
能

性
」
の
判
断
を
通
じ
て
の
み
で
あ
る
か
ら
。

ニム
百冊 説

む

す

び

　
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
踏
切
事
故
の
実
態
調
査
を
終
る
に
当
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
一
応
の
結
論
を
の
べ
る
と
、
事
故
原
因
は
色
々
の

要
因
が
働
い
て
い
る
が
、
見
通
し
の
悪
い
踏
切
で
の
相
当
で
な
い
時
速
に
よ
る
列
車
の
通
過
、
特
に
行
違
い
列
車
の
場
合
が
か
な
り
意
味

の
あ
る
比
重
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
と
こ
ろ
が
、
高
速
度
交
通
機
関
の
文
化
性
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
踏
切
道
に
お
け
る
事
故
防
止
義
務

を
通
行
者
側
に
の
み
一
方
的
に
課
す
と
い
う
現
在
の
刑
法
的
処
理
状
況
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
決
し
て
妥
当
で
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、

踏
切
道
の
事
故
防
止
の
対
策
と
し
て
は
踏
切
設
備
の
格
上
げ
が
急
務
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
直
ち
に
望
め
な
い
以
上
、
問
題
の
踏
切
で
の
時

速
を
調
整
す
る
こ
と
、
行
違
列
車
に
つ
い
て
特
に
注
意
を
新
た
に
す
る
よ
う
な
施
設
垂
に
考
案
す
る
こ
と
（
耀
防
鵡
翫
灘
幾
㌶

鷺
衝
重
雪
景
覚
）
、
運
転
者
の
纏
を
厳
格
緩
怠
す
る
こ
と
、
警
鈴
時
間
の
再
検
討
及
び
急
行
と
普
通
と
の
区
別
が
列
車
を
待

た
ず
に
予
見
で
き
る
装
置
な
ど
。
こ
れ
ら
の
方
策
が
、
踏
切
道
利
用
者
の
交
通
上
の
義
務
を
強
化
す
る
こ
と
と
併
せ
て
と
ら
れ
る
こ
と
が

よ
り
合
理
的
で
あ
り
従
っ
て
ま
た
よ
り
有
効
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
　
上
）
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